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2ndエディションへの対応、主な更新内容のご案内
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Copyright © 2016 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc. All Rights Reserved.  2

新バージョン(v7)の主な更新内容

 安全要求展開テンプレート(SG-FSR-TSR-HW/SWSR)

 ＭＳＩＬ評価、およびASIL変換の追加(二輪向けHARA)

 SCDLモデルの初期モデル生成機能の追加

 要求一覧表から手早くモデルを作成

 SCDLモデル上での安全分析結果プレゼン機能の追加

 クライアント様への安全論証を効率・効果的に

 故障率解析テンプレート

 故障率バジェットの割り当てと集計の追加

 故障率(メトリクス、PMHF)概算集計、抽出シートの追加

 AnnexFに相当する概算集計と抽出。目標到達のメドや影響の大きい箇所を掌握
しやすく

 AnnexD ダイアグカバレッジ表の変更を反映(変更は主に表の構成)

 IEC61709/SN29500 故障率算出シートの提供開始

 IEC62380規格の廃版に対応。IEC62380 IC算出は残存。

 システムレベルにおける分析強化

 形式検証ツールの提供開始（本セッション後に詳しくご紹介）

(※)SCDL:
安全コンセプト記述言語
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安全要求テンプレート
主な変更箇所
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ＭＳＩＬ評価、およびASIL変換の追加(二輪向けHARA)

「MSILを適用する」をチェックした場合、SIL評価からASILへの変換が1つレベルダウンとなります。
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SCDLへのエクスポート

安全分析結果をSCDLに転送。
故障による安全目標侵害から安
全状態へ移行する安全機能の
動きをアニメーションにて描画し
ます。
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安全要求分析画面

特定の安全目標侵害に関
係する要求のみ表示する
フィルタを用意しました。

要求種別を設定可能
としました。

処理時間を合計し、FHTI

内に安全状態に移行でき
るかチェックを追加しました。

上記操作性の改善は、技術安全要求事項など他の要求事項の画面にも実施されています。
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故障率解析テンプレート
主な変更箇所
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故障率バジェットの割り当てと集計の追加
安全目標の設定時に、エレ
メントに対しPMHFの目標
値を設定可能としました。

評価時に、エレメントに対す
るPMHFの目標値と集計値
を対比可能としました。
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カバレッジ一覧表(ISO26262DCライブラリ_v7_0_0)にAnnexDの変更を反映しました

AnnexD ダイアグカバレッジ表の変更を反映(変更は主に表の構成)

FHTIチェック
用処理時間入
力を追加
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FHTI時間内安全状態への移行チェック

SMの処理時間を合計し、
FHTI内に安全状態に移行で
きるかチェックを追加しました。
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故障率(メトリクス、PMHF)概算集計、抽出シートの追加

AnnexEに
シート名を変更

Annex Fシートを追加。
故障モード毎のPMHFとそ
の寄与率の表示を追加。
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故障率(メトリクス、PMHF)概算集計、抽出シートの追加

特定カバレッジ以下、もしくは特定
寄与率以上の故障モードを抽出可

能としました。


